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研究成果の概要（和文）：教育工学分野の人材育成のために，新たなカリキュラムが必要である．そこで，海外
で教育通信工学や学習工学，情報工学のHCI分野で指導されているカリキュラムを言語分析し，その結果を基に
カリキュラムを提案した．カリキュラムを構成する授業シラバスの言語分析によって，カリキュラム間の関係を
調べたところ，共通する内容はあまり見られなかった．また，日本の教育工学における出版物を用いて，関連性
を調べたところ，研究方法論などで共通内容が見られた．
これらを検討の上，3つの分野で人材育成するカリキュラム案として，科目名とそのキーワードを提案し、具体
的な学習プログラムの提供法も検討した．

研究成果の概要（英文）：Current open education resources and online learning environment require 
appropriate human resources such as designers and management staffs in Educational Technology area 
though the curriculum standard has not established yet. To extract common learning contents for the 
purpose, the interaction between course syllabi of some curricula are examined using a combination 
of lexical analysis and cluster analysis. As a result, some fundamental information and features for
 a possible curriculum in both educational technology and learning technology has been gathered. 
A possible curriculum including courses and their key words for desired three types of human 
resources in educational technology was created in accordance with the results of analysis. Also, a 
prototype of course material was developed.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
教育工学や学習科学は，大学教育の改革や学
習機会の普及の観点でも必要とされている．
各大学では研究を深めると共に，先端的な新
たな概念の創出も進めている．それと同時に
研究開発に関わる人材育成，特に専門的な知
識を持って，次世代の研究領域のリーダーと
なるような専門家育成が求められる．  
近年，多くのコース内容，シラバスはインタ
ーネットで公開されており，コース間の類似
性や違いを調べることは可能である．共通的
な内容が多ければ，それを核に共通カリキュ
ラムも考えることができる．既に他の研究分
野では共通カリキュラムの構成やその検討
が継続的になされている． 
 
２．研究の目的 
 
本研究では，上記で述べたような人材育成を
進めるための教育工学の枠組みを検討する
ために，共通して習得すべき概念や知識を明
らかにすることを目的とした． 
この目的のために，教育工学関連分野で，そ
れぞれの領域のために構成されているコー
スカリキュラムを分析，体系化しながら，幅
広く活躍できる人材育成のための指導体系
を検討した．そして，そのためのカリキュラ
ム試案を作成した． 
 
３．研究の方法 
 
(1) 調査分析 
研究目的に従って，以下の 4つの情報源を分
析した．それぞれの詳細を，以下に述べる． 
 
① AECT curriculum standard 
AECT が定めた標準カリキュラムは，設計
(Design) ， 開 発 (Development) ， 利 用
(Utilization)，管理(Management)，評価
(Evaluation) か ら な り ， そ れ ぞ れ の
Sub-domain も 設 定 さ れ て い る ． こ の
Sub-domain については，それぞれ説明が付け
られている． 
このような形式であることから，本研究では
top-down アプローチで設定されたカリキュ
ラムとしている．ただし，Sub-domain の記述
内容を言語分析した結果でも，ほぼ 5 つの
Domain に体系化されていることを確認した． 
なお，この標準カリキュラムは，米国の大学
院コースで参考にされている． 
 
② 英国での Learning Technology Courses 
英 国 に お け る Technology enhanced 
Learning(TeL)分野の大学院コースのうち，
主要な 5大学でのコア・カリキュラムのシラ
バスを分析した．シラバスの記述内容の言語
分析から，設計(design)，学習工学(learning 
technology)，教育実践研究(practice-based 
research) ， 研 究 方 法 論 (research 

methodologies)のクラスタを抽出した． 
このように，複数大学の授業シラバスを集め
てまとめたことから，本研究では Bottom-up
アプローチの内容と位置づける． 
 
③ HCIと Learning Technology からなるカリ
キュラム 
e-Learning のプラットフォームを意識した
カリキュラムとして，CMU の METALS(Masters 
of Educational Technology and Applied 
Learning Science)を取り上げた． 
このコースは，CMU の特色である心理学分野
と HCI(Human Computer Interaction)分野と
の融合プログラムである．選択科目分野とし
ては，学習科学，human centred computing，
ユーザインターフェース，応用認知科学とな
っている． 
 
④ 日本での教育工学事例: JSET の出版物 
日本での教育工学や学習科学分野での標準
カリキュラムは設定されていない．教授シス
テム工学としては，熊本大学で開講されてい
る．より一般的な内容として捉えるために，
ここでは日本教育工学会が啓蒙普及のため
に出版した「教育工学選書」を取り上げた． 
 
a. 教育工学研究の方法 
b. 教育工学とシステム開発  
c. 教育工学における教育実践研究  
d. 授業研究と教育工学  
e. 教育メディアの開発と活用  
f. 教育工学における学習評価  
 
日本における教育工学は，教育を実践学とし
て捉えていることが，選書の構成からもわか
る． 
 
(2) 言語分析によるカリキュラム間比較 
それぞれのカリキュラム構造を整理するた
めに，カリキュラム分析を行った．さらに，
これらのカリキュラムで共通する内容を選
択するために，カリキュラム間での共通トピ
ックを検討した． 
分析の方法は，シラバスの記述内容を言語分
析して，単語の頻度ベクトルを作成し，シラ
バス間の類似性をコサイン類似度で計算し
た．この相互類似度を基に，全体をクラスタ
分析した． 
 
４．研究成果 
 
(1) カリキュラム相互関係の分析 
カリキュラム間でどのような相互関係にな
っているかを調べた． 
 
① AECT と Learning Technology の関係 
AECT の Curriculum Standards は
Instructional Design関連科目を中心とする
構成であり，Learning Technology を中心と
する英国の大学院科目とも共通する内容が



多いと考えられる．そこで，2 つの和集合の
クラスタ分析から，類似内容の抽出を試みた．
AECT での Development の Domain 内容が，
Learning Technology 全般の内容と関連付け
られ，大きなクラスタとしてまとめられた．
また，AECT の Message design の Sub-domain
が，Learning Technology の Design の内容と
関連付けられた． 
基本的に，2つのカリキュラムは top-down あ
るいはbottom-upの形式でまとめられたため
か，クラスタ分析のデンドログラム上では分
離された．また，個別の内容としては，異な
る授業内容がそれぞれ示されていることか
ら，これらの領域の広さを示しているとも考
えられる． 
 
②CMU-METALS と HCI カリキュラムとの関係 
CMU の METALS は，その設置経緯から HCI と心
理学が中心となっている．このカリキュラム
構成の方針を確認するために，ACM カリキュ
ラム(CS2013)で定義されている，HCI の内容
との関連を調べた．HCI のカリキュラムは 10
の body of knowledge(BOK)と呼ばれる学習内
容から構成される．これら 2つのカリキュラ
ムの関係を調べた． 
その結果，CS2013 の内容は METALS のカリキ
ュラム構造の中で，幅広く分布しており，HCI
に関するBOKが全体的に取り入れられている
ことが確認できた． 
一方，HCI と心理学の境界領域で必要となる，
テキストマイニング，Big data 処理などがカ
リキュラムに組み入れられており，システム
開発や Learning Analytics にも対応した授
業が見られる． 
こ の結果を基に， AECT の Curriculum 
standard や Learning Technology との関連性
を同様の手法で検討したが，類似する内容は
あまり見られなかった． 
 
③ JSET の出版物との関係 
これまでの比較では，海外の大学でのシラバ
スを分析対象としてきたが，日本の教育工学
の内容との関係を調べた．日本の教育工学は
実践学として捉えられており，英国の
Learning Technology における practice 
based research との関係が予想される． 
これら 2つの情報源を分析した結果，研究の
方法と教育実践研究や授業研究との類似度
が 高 く ， こ れ ら の 3 冊 は Research 
Methodologies の内容と関連していると考え
られる．一方，システム開発や学習評価の内
容は，やや類似度は低いが Learning 
Technology の内容と比較的近いと見ること
ができる． 
日本の資料が出版物であったことや，分析に
用いた情報源が目次の名詞であったことも
結果に影響していると考えられるが，出版物
で論じていることは方法論であったり，応用
事例と考えれば，対応関係が理解できる． 
 

(2) カリキュラムの提案 
これまでのカリキュラム分析の結果を基に，
改めて教育工学分野で求められる人材を定
義し，その人材を育成するための大学院レベ
ルのカリキュラム案を作成した． 
このカリキュラムでは，現在の日本での教育
工学における研究分野や，求められる人材を
考慮して，以下の 3つのコースを設定するこ
とにした． 
 
I 人材開発：教師教育，企業内教育，生涯学
習などの分野 
II システム開発：e-learning，e-testing，
e-assessment の分野 
III 教育開発：教育システムの設計，運用，
評価の分野 
 
既に述べたカリキュラムに加えて，日本で現
職実務者を中心に人材育成を進めている熊
本大学大学院のカリキュラムを取り上げた． 
これらの授業科目内容を参考にして，具体的
な科目の設定および内容を研究分担者全員
で討論して検討した．前述の 3つの分野と授
業科目との関係を考慮して，基礎と発展段階
を設定した． 
これまでの経験的状況から，インストラクシ
ョナル・デザイン(ID)，評価測定，教育統計
は共通科目とした．また，英国の大学カリキ
ュラム，日本の実状から，実践演習や研究法
も共通科目とした． 
近年，ニーズが大きくなっている e-learning，
特に e-assessment や learning analytics に
対応するために，METALS などを参考に情報数
理に関する科目を設定してシステム開発分
野の人材育成ができるようにした． 
教育工学分野の伝統的分野である授業分析
や教師教育については，それぞれ教育マネジ
メント，人材開発論として，応用範囲の拡充
を考慮した． 
なお，このカリキュラム案は大学院修士課程
を想定しており，研究者や高度な専門家を育
成するための博士課程での指導内容につい
ては，今後，検討する予定である． 
また，ここでは指導内容だけを考えており，
その学習評価の方法についても，検討が必要
である． 
さらに，これらの授業内容をどのように作成
収集して，希望する学習者へ流通させる方法
の検討が必要である．これには，多くの研究
者の協力が不可欠であることから，今後の課
題とした． 
 
(3) まとめ 
本研究では，教育工学分野における人材育成
を検討するために，教育工学や Learning 
Technology，HCI と関連するカリキュラムを
分析した． 
それらの分析結果を基に，著者によって教育
工学カリキュラムを提案し，具体的な科目内
容と分野に対応した科目選択案を検討した． 



 
一方，このカリキュラムを単独に運営できる
大学院や専攻は限られていることから，複数
の大学や教育研究者が協力することが必要
になる．HCI 分野では実務者も大学院教育に
協力していることから，実施運営する組織体
制についても検討が必要である． 
大学に限らず，これらの授業内容を流通させ
たり，評価認定する仕組みも必要である． 
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